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市
内
の
旧
4
市
町
（
豊
岡
市
、

日
高
町
、
出
石
町
、
但
東
町
）
の

国
際
交
流
協
会
が
統
合
し
、
豊
岡

市
国
際
交
流
会
の
設
立
総
会
が
、

4
月
22
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で

会
員
約
1
0
0
人
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
本
部
を
旧
豊
岡
市

に
置
き
、
こ
れ
ま
で

の
旧
市
町
の
協
会
を

支
部
と
し
て
存
続
さ

せ
、
さ
ら
に
、
旧
城

崎
、
竹
野
両
町
の
国

際
交
流
も
進
め
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
会

長
に
は
、
旧
豊
岡
市

国
際
交
流
協
会
長
の

藤
原
俊
輔
さ
ん
が
選

出
さ
れ
、「
合
併
を

契
機
に
新
し
い
発
想

で
、
協
会
の
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
日
は
、
合
併
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
馬
頭
琴
・
三
味

線
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
や

フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
ス
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
映
画
の
上
映
、
交
流
パ
ー
テ

ィ
ー
、
交
流
写
真
展
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
員
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
親
交
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
た
4

月
7
日
、
市
内
の
新
1
年
生
8
5

5
人
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
教
育
委
員
会
が
平

成
17
年
度
策
定
し
た
「
教
育
行
動

計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

「
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
ま
ち
ぐ

る
み
大
作
戦
」
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
入
学
式
終
了

後
、
教
室
で
担
任
の
先
生
か
ら
防

犯
ブ
ザ
ー
を
渡
さ
れ
、
使
い
方
の

説
明
を
受
け
た
後
、
真
新
し
い
ラ

ン
ド
セ
ル
に
取
り
付
け
て
い
ま
し

た
。今

後
、
各
小
学
校
で
は
、
防
犯

ブ
ザ
ー
を
使
用
し
た
実
地
訓
練
や

地
域
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を
行
う

予
定
で
す
。

自
然
体
験
に
関
す
る
子
ど
も
と

大
人
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

「
自
然
体
験
学
校
」
が
5
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
開
講
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
の
野
生

復
帰
大
作
戦
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ま
れ
る
も
の
で
、
自
然
体
験
が

不
足
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
自

然
を
体
感
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
や
正
義
感
、
道
徳
観
な
ど

を
養
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
教
室
の
開
講
式
は
、
5
月
13

日
・
14
日
、
た
け
の
こ
村
で
行
わ

れ
、
受
講
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己

紹
介
し
た
後
、
里
山
に
入
っ
て
、

自
然
観
察
や
野
草
ク
ッ
キ
ン
グ
な

ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
と
め
の

会
で
、
子
ど
も
た
ち
は
「
カ
ワ
ゲ

ラ
を
見
つ
け
た
」「
カ
ジ
カ
ガ
エ

ル
の
声
を
聞
い
た
」「
湧
き
水
を

飲
ん
だ
」
な
ど
生
き
生
き
と
し
た

表
情
で
体
験
報
告
を
し
て
い
ま

し
た
。

両
教
室
は
来
年
3
月
ま
で
毎
月

1
回
の
日
程
で
開
催
し
、
子
ど
も

は
自
然
体
験
、
大
人
は
講
義
と
野

外
実
習
を
中
心
に
活
動
を
行
い
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知
識
や
技
術

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

「
豊
岡
市
国
際
交
流
協
会
」
が
発
足

旧
市
町
4
協
会
が
気
持
ち
を
一
つ
に
合
併

小
学
校
新
1
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
配
布

子
ど
も
の
安
全
を
守
る

蜷
自
然
の
中
に
隠
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
な
ど
の
人
工
物
を
見
つ
け
出
す
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
子
ど
も
た
ち
は
夢
中▲新1年生に配布された防犯ブザー

▲合併を記念してモンゴル民族衣装で登場したソルトさんとチ
チガさんが素敵な演奏と歌声を披露した

自
然
体
験
学
校
が
開
講

子
ど
も
の
野
生
復
帰
を
目
指
し
て
大
作
戦
開
始
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コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
環
境
づ

く
り
に
配
慮
し
た
米
作
り
を
目
指

す
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産

部
会
」（
事
務
局
　
J
A
た
じ
ま
）

の
設
立
総
会
が
、
4
月
19
日
、
J

A
た
じ
ま
豊
岡
営
農
生
活
セ
ン
タ

ー
（
八
宮
社
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同

部
会
は
、
市
内
の
営
農
組
合

な
ど
48
人
（
団
体
含
む
）
で
構
成
。

総
会
で
は
、
無
農
薬
、
減
農
薬
に

加
え
、
中
干
し
の
延
期
や
冬
期
間

日
本
の
砂
防
の
礎
を
築
き
、

「
砂
防
の
父
」
と
い
わ
れ
る
赤
木

正
雄
氏
の
生
家
「
赤
木
家
住
宅
」

（
引
野
）
が
、
3
月
に
国
登
録
有

形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
初
期
に
建
設
さ
れ
た
主
屋

を
は
じ
め
土
蔵
群
、
作
業
所
、
門
、

番
人
小
屋
、
屋
敷
塀
な
ど
が
ほ
ぼ

原
形
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、「
国

土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い

る
」
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。2

階
建
瓦
葺
の
主
屋
は
、
1
階

を
6
間
取
と
し
て
2
階
に
も
座

敷
を
設
け
、
農
家
建
築
と
し
て

は
質
・
規
模
と
も
に
秀
で
て
い

ま
す
。

ま
た
、
屋
敷
全
体
が
堅
牢

け
ん
ろ
う

な

石
垣
で
嵩か
さ

上
げ
さ
れ
、
土
蔵
の

軒
下
に
は
、
水
害
時
に
飲
料
水

や
炊
き
出
し
の
食
料
を
配
る
た

め
の
木
船
が
吊
る
し
て
あ
る
な

ど
、
古
く
か
ら
地
域
の
防
災
拠

点
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
な
お
、
本
文
化
財
は
原
則
、

非
公
開
で
す
。

豊
岡
独
自
の
持
続
可
能
な
環
境

経
済
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
築
を
目
指
し

た
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
環
境
経
済
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
設
立
総
会
が
、

4
月
27
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
協
会
）

で
は
、
複
数
の
企
業
や
団
体
な
ど

が
「
企
業
連
合
体
」
を
つ
く
り
、

行
政
と
連
携
し
て
、
平
成
16
年
に

策
定
さ
れ
た「
市
環
境
経
済
戦
略
」

の
具
体
化
に
向
け
企
画
・
実
践
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
に
隣

接
し
て
建
設
さ
れ
る
「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
運
営
や

各
種
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
事
業
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
企
画

な
ど
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
木
家
住
宅
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

新「
豊
岡
市
」第
1
号
の
登
録
文
化
財

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
が
設
立

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
米
作
り
を
推
進

コ
ウ
ノ
ト
リ
環
境
経
済
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
立

環
境
経
済
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
築
を
目
指
し
て

次
世
代
育
成
支
援
対
策
豊
岡
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定

職
員
み
ん
な
で
子
育
て
を
支
え
あ
う

市
で
は
、
急
速
な
少
子
化
が
進

み
家
庭
や
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
し
て
い
る
状
況
下
で
、
次

代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健
や

か
に
生
ま
れ
、
育
つ
環
境
を
整
え

て
い
く
た
め
、
次
世
代
育
成
支
援

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
市
は
本
対
策
を
庁
内

で
推
進
す
る
た
め
、
市
が
事
業
主

と
し
て
実
施
す
る
職
員
向
け
の
支

援
対
策
を
ま
と
め
た
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
に
は
、
職
員
が
育
児
休

業
な
ど
を
取
得
し
や
す
い
環
境
の

整
備
、
男
性
職
員
の
積
極
的
な
子

育
て
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
た
め

の
意
識
改
革
や
休
暇
制
度
の
利
用

促
進
な
ど
の
具
体
的
対
策
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

計
画
期
間
は
、
平
成
22
年
度
ま

で
の
5
年
間
で
、
庁
内
に
行
動
計

画
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
各
種

対
策
の
実
施
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
や

計
画
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

計
画
内
容
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

蜷
「
赤
木
家
住
宅
」
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の

代
表
的
な
但
馬
の
農
村
大
地
主
住
宅
。
兵

庫
県
の「
住
宅
百
選
」に
も
選
ば
れ
て
い
る

蜷
総
会
で
は
、
畷

な
わ
て
部
長
が
「
み
ん
な
で

安
全
安
心
な
お
米
づ
く
り
を
し
て
い

こ
う
」
と
会
員
に
呼
び
か
け
て
い
た

の
湛
水
な
ど
の
水
管
理
に
よ
り
生

き
物
を
育
み
、
安
全
安
心
な
お
米

を
生
産
す
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

農
法
」
を
市
内
に
さ
ら
に
広
げ
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
本
年
度

約
65
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
栽
培
面

積
を
、
平
成
20
年
度
に
は
、
約
2

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
す
る
こ

と
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

同
部
会
で
は
、
今
後
も
参
加
す

る
農
家
を
募
っ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。


